
新型コロナウィルス感染症ではさまざまな全身の症状が起こることが明らかとなっています。その中で今回は
初期症状として有名になった嗅覚・味覚障害について取り上げます。
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■ 新型コロナウィルス感染と嗅覚・味覚障害
　新型コロナウィルス感染症がパンデミックとなった当初
は肺炎など命にかかわる病態が大きく報道されましたが、
患者さんの数が増加したことでさまざまな全身の症状が
起こることが明らかになりました。その中でも嗅覚・味覚
障害は感染の初期症状として高い確率（30％-70％）で
起こることが知られています。人工呼吸が必要な重症
の患者さんよりもむしろ軽症から中等症の患者さんに発
症が多いと報告されています。一般に嗅覚・味覚障害は
中高年齢層に多い病気ですが、新型コロナウィルスによ
る嗅覚・味覚障害は10代、20代の若い人にも起こること
が大きな特徴です。

■ 嗅覚・味覚障害の症状と病態
　多くの患者さんは発熱や咽頭痛、鼻汁、咳、痰などの
上気道炎症状とほぼ同時ににおい、味が分かりにくくなり
ます。しかし発熱、上気道炎症状が全くなく嗅覚・味覚障
害だけで発症する人もいます。嗅覚障害の原因について
はまだ不明な点が多いですが、CTを撮影すると鼻の中
の天井の部分（嗅裂）に閉塞がみられるので（図）、おそら
く粘膜の炎症でにおいの気流がブロックされて嗅覚障害
が起こるという仕組みがあると思います。このような気流
の問題は短期間で改善することが多いのですが、一部
の患者さんでは症状が月単位で持続し、嗅覚神経の障
害も加わります。味覚については、甘い、塩辛い、酸っぱ
いなどを感じる味覚神経が正常でも嗅覚の神経が障害
されるとかなり味が分かりにくくなり（これを風味障害といい
ます）、コロナウィルスによる味の障害ではこのパターンが
多いようですが、味覚神経が障害される方も少数います。

採血室は、患者さんがより快適に検査を受けられるよう
に、明るさ、清潔さを意識し、スペースも広くしました。さ
らに、入口と出口を区別した動線にし、密にならない工夫
を行い、各採血台にはアクリルシールドを設置して、新型
コロナウイルス感染対策も強化しました。

　検体検査室では検体の
搬送ラインを一新し、付随す
る分析装置の多くを新しくし
ました。搬送ライン全体をコ
ンパクトにし、機能が重複し
ていた機器を集約化したほか、試薬の見直しも行い、検
査の効率化と大幅なコストダウンをはかりました。また、配
線や一部の搬送ラインを床下に埋め込むなどして、スタッ
フが働きやすい動線を確保し、互いに連携しやすくしまし
た。さらに、人員配置の見直しを行ったことで、新型コロ
ナウイルスへの対応として設置されている「かかりつけ発
熱外来」で抗原検査や検体採取を行う人員を、安定的
に確保することができています。

■ 嗅覚・味覚障害の回復と治療について
　新型コロナウィルスの嗅覚・味覚障害は半分以上の患
者さんが2週間以内に回復しますが、残念ながら症状が
長期化する方もいます。6か月後に嗅覚異常が残る例は
5％程度と報告されています。このような患者さんでは異
嗅症（においをかいだ時に本来のにおいと違うにおいを感
じる）が高率に出現しています。より長期的な回復の程度
については現在世界中で調査が進められています。
　治療は比較的早期には副腎皮質ステロイド液の点鼻
療法、症状が持続する場合は漢方薬、亜鉛製剤、ビタミ
ン剤などの内服に加えてにおいを使った嗅覚刺激療法が
行われています。

　東日本大震災の際に検査の実施に影響が出てしまっ
たという苦い経験などから、災害時を想定した対策も強
化しました。緊急検査エリアには免震設備を取り入れ、大
きな地震があった場合でも、緊急検査については止める
ことなく行える体制を整えています。

　当院はがんゲノム医療中核拠点病院に指定されてお
り、これまで別棟にあった「がん遺伝子パネル検査」の設
備を検体検査室エリア内の遺伝子検査室に移設し、院
内完結型の検査を実施する体制を整備中です。また、中
核拠点病院に求められている人材育成、研究活動にも
対応できる検査室の構築をめざしています。
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採血室をより快適に 災害時を想定した対策

遺伝子検査室を拡充検査の効率化と連携強化

患者さんがより快適に検査を受けられるよう、また、検体検
査の機能強化、効率化をはかるため、採血室、検体検査室
の改修工事、検査機器の入れ替えなどを行いました。
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